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Ⅰ．２００７年１２月期のトピックスⅠⅠ．２００７年１２月期のトピックス．２００７年１２月期のトピックス
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２００７年１２月期のトピックス（２００７年１２月期のトピックス（ⅠⅠ－１）－１）

株式会社エフティコミュニケーションズとの資本・業務提携株式会社エフティコミュニケーションズとの資本・業務提携

平成19年11月1日 「株式会社エフティコミュニケーションズとの資本業務提携
及び当社株式に対する公開買付けの賛同に関するお知らせ」をリリース

公開買付けの概要公開買付けの概要

公 開 買 付 者公 開 買 付 者 株式会社エフティコミュニケーションズ株式会社エフティコミュニケーションズ

対 象 者対 象 者 ハイブリッド・サービス株式会社ハイブリッド・サービス株式会社

公開買付期間公開買付期間
平成１９年１１月２日平成１９年１１月２日

～平成１９年１２月４日迄～平成１９年１２月４日迄

公開買付価格公開買付価格 １株につき１株につき ３７３７,,０００円０００円

買 付 株 数買 付 株 数 ２７２７,,７７８株７７８株 （５１．００％）（５１．００％）

決済の開始日決済の開始日 平成１９年１２月１１日平成１９年１２月１１日

公開買付代理人公開買付代理人 新光証券株式会社新光証券株式会社

株式会社エフティコミュニケーションズ会社概要株式会社エフティコミュニケーションズ会社概要

設 立設 立 昭和６０年８月１日昭和６０年８月１日

資 本 金資 本 金 ７５４百万円（平成１９年３月３１日現在）７５４百万円（平成１９年３月３１日現在）

代 表 者代 表 者 代表取締役社長代表取締役社長 畔柳畔柳 誠誠

従 業 員 数従 業 員 数
連結９５２名連結９５２名 単体６６４名単体６６４名

（平成１９年３月３１日現在）（平成１９年３月３１日現在）

主な事業主な事業

ソリューション事業ソリューション事業 ビジネスフォン・ビジネスフォン・OAOA機器販売など機器販売など

モバイル事業モバイル事業 ドコモ・その他のドコモ・その他のSHOPSHOP事業事業

サービス＆サポートサービス＆サポート

事業事業
ISPISP事業など事業など
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２００７年１２月期のトピックス（２００７年１２月期のトピックス（ⅠⅠ－－22））

株式会社エフティコミュニケーションズとの資本・業務提携の目的株式会社エフティコミュニケーションズとの資本・業務提携の目的

新規商材の開拓

既存顧客の深耕

ローコストオペレーションの実践

新規顧客の開拓
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２００７年１２月期のトピックス（２００７年１２月期のトピックス（ⅠⅠ－３）－３）

＜FTコミュニケーションズ＞ ＜ハイブリッド・サービス＞

消耗品販売

通販代理店事業

サポート体制

OA機器販売

売上高１億円 売上高２４０億円

売上高９億円売上高２億円

営業拠点８９

売上高１５０億円 売上高１億円

営業拠点１０

相互補完

FTCグループのインフラを最大限活用することにより、売上拡大は

もとより、管理コストの削減が図れ、利益の増大につながる。

FTCグループのインフラを最大限活用することにより、売上拡大は

もとより、管理コストの削減が図れ、利益の増大につながる。
経営の効率化

株式会社エフティコミュニケーションズとの資本・業務提携の目的株式会社エフティコミュニケーションズとの資本・業務提携の目的
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Ⅱ．２００７年１２月期決算ハイライトⅡⅡ．２００７年１２月期決算ハイライト．２００７年１２月期決算ハイライト
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２００７年１２月期決算ハイライト（２００７年１２月期決算ハイライト（ⅡⅡ－１）－１）

国内における事業活動について

主力商品であるトナーカートリッジは、市場の伸び悩み・業界内

の過当競争等によりモノクロ・カラーともに売上高は前年割れと

なった

インクジェットカートリッジは、量販店向け売上が伸長したこと

により前年比微増となった

その他売上高では、OA用紙が順調に推移し、前年度より子会

社となった東京中央サトー製品販売のラベリング用品が通期に

渡って寄与した（２００６年９月に連結子会社化）

回収不能見込み債権の特損計上

子会社株式減損処理（投資損失引当金）の発生
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２００７年１２月期決算ハイライト（２００７年１２月期決算ハイライト（ⅡⅡ－２）－２）

海外事業における事業活動について

中国上海に小物商品向け・小口配送に特化した物流合弁会社

海伯力物流（上海）有限公司設立（当初出資比率８０％）

海伯力物流（上海）有限公司へのコクヨインターナショナルの出資

（当社出資比率４６％・コクヨインター４３％）

中国香港に海伯力（香港）有限公司設立（当社出資比率１００％）

海伯力物流（上海）有限公司設立に伴う初期費用が負担となり、

持分法による投資損失発生



10

Ⅲ．２００７年１２月期決算実績ⅢⅢ．２００７年１２月期決算実績．２００７年１２月期決算実績
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２００７年１２月期決算実績（２００７年１２月期決算実績（ⅢⅢ－１）通期比較－１）通期比較

-500 0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

当期利益

経常利益

営業利益

販管費

売上総利益

06年実績 07年実績

売上高の減少（特に高採算品の売上の減少）売上高の減少（特に高採算品の売上の減少）

小口配送に伴う発送配達費の増加小口配送に伴う発送配達費の増加

売上総利益の大幅減少売上総利益の大幅減少

のれん減損処理発生のれん減損処理発生
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有価証券売却益の減少及び支払利息の増加有価証券売却益の減少及び支払利息の増加

23,500 23,700 23,900 24,100 24,300 24,500 24,700 24,900 25,100

売上高

（単位：百万円）

主力商品であるトナーカートリッジの

大幅な減少

主力商品であるトナーカートリッジの

大幅な減少
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２００７年１２月期決算実績（２００７年１２月期決算実績（ⅢⅢ－２）半期比較－２）半期比較

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

その他

ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ

ｶﾗｰﾄﾅｰ

ﾓﾉｸﾛﾄﾅｰ

07年上期 07年下期

大手仕入先の会社清算（9月）に伴う供給不足を海

外からの輸入品での代替をもくろむも、為替（円安）

等の影響により思うように進まなかった

大手仕入先の会社清算（9月）に伴う供給不足を海

外からの輸入品での代替をもくろむも、為替（円安）

等の影響により思うように進まなかった

需要期である１１・12月に量販店向けが増加需要期である１１・12月に量販店向けが増加

OA用紙及び子会社売上が増加OA用紙及び子会社売上が増加

0
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

０５－上期 ０５－下期 ０６－上期 ０６－下期 ０７－上期 07－下期

モノクロトナー カラートナー インクジェット その他

（単位：百万円）
※その他には、MRO、トナー・インクジェット以外の子会社売上含む
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２００７年１２月期決算実績（２００７年１２月期決算実績（ⅢⅢ－３）－３）

２００７年１２月期連結要約損益計算書

７３２▲３７７４８７１１０営 業 利 益

６９４▲４２８４７６４８経 常 利 益

２，５９２▲３４７２，１８１１，８３４売 上 総 利 益

１，８６０３０１，６９４１，７２４販 売 管 理 費

７，７１０▲２９４７，００４６，７１０Ⅱ カラートナー

５，２６１９２５，５１４５，６０６Ⅲ インクジェットカートリッジ

２，８１２６２４２，７３０３，３５４Ⅳ その他

３８４▲４４３３４７▲９６当 期 純 利 益

１０，３１７▲１，３４５９，６５１８，３０６Ⅰ モノクロトナー

２６，１００▲９２３２４，９０１２３，９７８売 上 高

2007年12月期

当 初 計 画
前年同期比

2006年12月期

実 績

2007年12月期

実 績

（単位：百万円）
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２００７年１２月期決算実績（２００７年１２月期決算実績（ⅢⅢ－４）－４）

連結損益に与える主な要素 （単位：百万円）

▲９６２１４８１１０１，８３４２３，９７８調整後損益

▲１１７▲１１７のれん減損処理

２１４２１４投資損失引当金戻入

▲４２▲４２▲４２海伯力物流損益

▲５２▲５２▲５２▲５２のれん償却

１７▲２６０▲２９７内部取引消去

＜主な連結調整項目＞

▲１１５４１４９１４４２，０９５２４，２７５単純合計

▲８▲８▲８▲８０７海伯力（香港）

▲３３▲３３▲３２▲３７３４２６４海伯力国際貿易（上海）

２３３７３７３７２７０２７０コスモ

３２６２６２２１６８６３８東京中央サトー販売

▲１００▲１９１２５１３０１，６２０２３，０９４ハイブリッド・サービス

当期純損益税引前利益経常利益営業利益売上総利益売上高

※１ のれん償却：東京中央サトー販売の、のれん償却（5年均等償却）

※２ 投資損失引当金戻入：連結上消去（東京中央サトー販売・海伯力国際貿易の株式減損処理分）・・P１５参照

※３ のれん減損処理：東京中央サトー販売の計画との下方乖離によりのれんを減損処理

※１

※２

※３
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２００７年１２月期決算実績（２００７年１２月期決算実績（ⅢⅢ－５）－５）

２００７年１２月期要約損益計算書

６３３▲３８９５１９１３０営 業 利 益

６２４▲３９４５１９１２５経 常 利 益

２，２５０▲４３２２，０５２１，６２０売 上 総 利 益

１，６１６▲４３１，５３３１，４８９販 売 管 理 費

７，７１０▲２９５７，００４６，７０９Ⅱ カラートナー

５，２６１９１５，５１４５，６０５Ⅲ インクジェットカートリッジ

１，７１１２９３２，１８４２，４７５Ⅳ その他

３７０▲４１７３１７▲１００当 期 純 利 益

１０，３１７▲１，３４６９，６５１８，３０４Ⅰ モノクロトナー

２５，０００▲１，２６０２４，３５４２３，０９４売 上 高

2007年12月期

当 初 計 画
前年同期比

2006年12月期

実 績

2007年12月期

実 績

（単位：百万円）

東京中央サトー株式減損処理（投資損失引当金）１７６百万円発生

海伯力貿易株式減損処理（投資損失引当金）３８百万円発生
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Ⅳ．２００８年１２月期計画ⅣⅣ．２００８年１２月期計画．２００８年１２月期計画
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２００８年１２月期計画（２００８年１２月期計画（ⅣⅣ－１）－１）

採算性・信用リスク等を再度
吟味し、顧客ごとの精緻な販
売計画作成のもと実施

顧客の見直し

従来の訪販会社・通販会社・
量販店に限らず、FTCグルー

プの関係先へのアプローチも
積極的に行う

新規顧客開拓

マーキングサプライ品（プリン
タ印字廻りの消耗品）に限ら
ず、積極的にユーザーニーズ
を取込み、商品ラインナップ
の拡充に努める

新規商材の発掘

OA機器（特にプリンタ）の販
売をFTCグループとして強化

することにより、メーカーとの
良好な関係を構築する

仕入コストの低減

FTCグループのインフラを活

用することにより管理コストの
削減に努める

管理コストの見直し

選択と集中を実践し利益の出
る体制への早期転換を図る

子会社整備

【今期の取組み】
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２００８年１２月期計画（２００８年１２月期計画（ⅣⅣ－－２２））
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２００８年１２月期計画（２００８年１２月期計画（ⅣⅣ－３）－３）

３

６４

１３６

１，７７１

１，９０７

３，５０７

５，１６９

６，１３６

７，７２６

２２，５３８

2008年12月期

通 期 計 画

２６１１０１２１１５営 業 利 益

１６４８８８▲２４経 常 利 益

７３１，８３４１，０１６８９１売 上 総 利 益

４７１，７２４８９５８７６販 売 管 理 費

▲５７４６，７１０３，０２３３，１１３Ⅱ カラートナー

▲４３７５，６０６２，９３７２，２３２Ⅲ インクジェットカートリッジ

１５３３，３５４１，８８０１，６２７Ⅳ その他

９９▲９６４１▲３８当 期 純 利 益

▲５８０８，３０６３，９４１３，７８５Ⅰ モノクロトナー

▲１，４４０２３，９７８１１，７８１１０，７５７売 上 高

前 年

同 期 比

2007年12月期

通 期 実 績

2008年12月期

下 期 計 画

2008年12月期

上 期 計 画

２００８年１２月期連結要約損益計算書

（単位：百万円）



20

（単位：百万円）

９９４３１６２６７３▲１，４４０連結損益

１０１０１０８３３１９６海伯力（香港）

３６４６４１３６１，９０７２２，５３８連結損益

＜前年比較＞

１２８▲６５▲６５▲１７▲４３▲１，７３４ハイブリッド・サービス

３２３２３２３４４９３０６東京中央サトー販売

▲１８▲２９▲２９▲２９▲２４▲２４コスモ

３７３８３７４２４１８１海伯力国際貿易（上海）

１１１▲１３４２０３海伯力（香港）

５５５５７６３４５海伯力国際貿易（上海）

５９９９２４７２４７コスモ

３５５９５９５６２１７９４４東京中央サトー販売

２８６０６０１１３１，５７７２１，３６０ハイブリッド・サービス

＜2008年度計画＞

▲９６２１４８１１０１，８３４２３，９７８連結損益

▲９▲９▲９▲９１７海伯力（香港）

▲３２▲３３▲３２▲３７３５２６４海伯力国際貿易（上海）

２３３８３８３８２７１２７１コスモ

３２７２７２２１６８６３８東京中央サトー販売

▲１００▲１９１２５１３０１，６２０２３，０９４ハイブリッド・サービス

当期純利益税引前利益経常利益営業利益売上総利益売上高＜2007年度実績＞

２００８年１２月期計画（２００８年１２月期計画（ⅣⅣ－４）－４）
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２００８年１２月期計画（２００８年１２月期計画（ⅣⅣ－５）－５）

２８

６０

１１３

１，４６３

１，５７７

２，３２９

５，１６９

６，１３６

７，７２６

２１，３６０

2008年12月期

通 期 計 画

▲１７１３０９４１９営 業 利 益

▲６５１２５６２▲２経 常 利 益

▲４３１，６２０８２６７５１売 上 総 利 益

▲２７１，４９０７３１７３２販 売 管 理 費

▲５７３６，７０９３，０２３３，１１３Ⅱ カラートナー

▲４４５５，６１４２，９３７２，２３２Ⅲ インクジェットカートリッジ

▲１４８２，４７７１，２３５１，０９４Ⅳ その他

１２８▲１００３３▲５当 期 純 利 益

▲５７９８，３０５３，９４１３，７８５Ⅰ モノクロトナー

▲１，７３４２３，０９４１１，１３６１０，２２４売 上 高

前 年

同 期 比

2007年12月期

通 期 実 績

2008年12月期

下 期 計 画

2008年12月期

上 期 計 画

２００８年１２月期要約損益計算書

（単位：百万円）
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Ⅴ．今後のビジネスモデルと方向性ⅤⅤ．今後のビジネスモデルと方向性．今後のビジネスモデルと方向性
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エ ン ド ユ ー ザ ーエ ン ド ユ ー ザ ー

F T C グループ

今後のビジネスモデルと方向性（今後のビジネスモデルと方向性（ⅤⅤ－１）－１）

30万ユーザーからの

ユーザーニーズの収集

とメーカー情報の伝達

FTCグル－プ

訪販会社 通販会社 量 販 店

《商材の流れ》《情報の流れ》

当 社

当 社

30万ユーザーからの

ユーザーニーズの伝達

とメーカー情報の収集

オフィス廻りの商材の取扱メーカーオフィス廻りの商材の取扱メーカー
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今後のビジネスモデルと方向性（今後のビジネスモデルと方向性（ⅤⅤ－２）－２）

マーキングサプライ品の
卸販売会社

限られた経営資源を
限られた事業に集中

仕入先・販売先との
EDI推進

マーキングサプライ品の
ワンストップベンダー

昨年まで

オフィス用品
の卸販売会社

FTCグループの

経営資源を最大限活用

WEB受注の推進

オフィス用品のソリュー

ションカンパニー

今 後
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今後のビジネスモデルと方向性（今後のビジネスモデルと方向性（ⅤⅤ－３）－３）

全ての見直し

再出発の年

強固な事業

基盤の確立

高収益体質

への転換

First Stage
Second Stage Third

Stage

２００８年度 ２００９年度 ２０１０年度

「マーキングサプライ品のワンストップベンダー」 から

「オフィス用品のソリューションカンパニー」へ
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IR窓口

注意事項

・この資料には、ハイブリッド・サービスの将来についての計画や戦略、業績に関する予想及び見通しの記

述が含まれています。

・これらの記述は過去の事実ではなく、当社が現時点で把握可能な情報から判断した仮定及び所信にもと

づく見込です。

・また経済動向、市場需要、為替変動、税制や諸制度等に関わるリスクや不確実性も含んでおります。実

際の業績は当社の見込とは異なることもあります。

所在地

〒１０１－００５１

東京都千代田区神田神保町二丁目２番地 共同ビル５F

担当：経営企画部長 田渕 幸男

ＴＥＬ：０３－３２６２－８４２２

ＦＡＸ：０３－３２６２－６２９９

Ｍａｉｌ：ｉｒ＠ｈｂｄ．ｃｏ．ｊｐ
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